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５月会議
（５月18日）

６ 吉岡温泉建設工事の内
  建築主体工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

７ 吉岡温泉建設工事の内
  電気設備工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８ 吉岡温泉建設工事の内
  機械設備工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 定住向け町有住宅（２号棟）
  建築主体工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月会議
（６月21日）

10 こども家庭庁設置法施行関係条例の整理条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

11 職員の特殊勤務手当条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 放課後児童健全育成事業の設備・運営基準条
例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 第５次総合計画の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 財産（インターネット系サーバ等）の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 支払督促の申立てに係る訴えの提起① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 支払督促の申立てに係る訴えの提起② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 令和５年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 令和５年度国民健康保険特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 令和５年度国民健康保険診療所特別会計補正
予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告１ 令和４年度一般会計繰越明許費の報告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 報告済

発委１ 議会議員歳費・費用弁償等条例の一部改正 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○

原案
可決

発委２ 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批
准を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委３ 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委４
義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2へ
の復元、「30人以下学級」など教育予算確保・
拡充の実現に向けた意見書の提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月会議採決の様子 ６月会議採決の様子 
・賛成が○、反対は×、病欠は△、欠席は欠と表示しています。
・溝部幸基議長は採決には加わりません。

各議案の審議結果各議案の審議結果
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６月会議
（６月21日）

発委５
道教委「これからの高校づくりに関する指針」
を見直しすべての子どもにゆたかな学びを保
障する高校教育を求める意見書の提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決発委６ 令和５年度北海道最低賃金改正等に関する意

見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委７
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林
業・木材産業施策の充実・強化を求める意見
書の提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月会議
（７月10日）

20 財産（福島町福祉バス）の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決21 財産（有害鳥獣処理施設減容化装置等）の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会だより138号　掲載内容の訂正とお詫び
　「議会だより138号」の掲載内容に次の誤
りがありました。お詫び申し上げますととも
に、次のとおり訂正いたします。

●　20ページ：会議等出席状況内
  「５月14日　女だけの相撲大会」の出欠欄
　　　誤：藤山議員：－
　　　正：藤山議員：〇

白符の荒馬について
小鹿議員

鳴海町長

小野寺教育長

　白符の荒馬は、福島町の無形文化財に
なっています。
　ここ数年、新型コロナウイルスの影響
で活動が停止していますが、活動を再開
するにしても白符地区の児童数の減少に
よる踊り手不足や、高齢化による保存会
員の減少が起こっており、このままでは
荒馬の活動停止が危惧されます。
　町は、白符の荒馬の事をどの様に考え
ているのか、伺います。

　町民共有の財産ともいうべき文化財の
一つです。文化財の保存と活用は、地域
住民や保存会、行政などが協働して取り
組むことが重要です。
　少子高齢化の影響による問題は承知し
ているところでありますので、様々な面
からの支援を検討し、白符地区のみなら
ず多様な方が参画できるようすそ野を広
げ、文化財の伝承が地域の誇りとして醸
成できるよう取り組んでまいります。

　当町の貴重な文化財の一つです。これ
まで活動経費補助を行ってきましたが、
今後は保存会や小学校と相談しながら、
子供たちに郷土芸能を広く知っていただ
き、演技者拡大を目的とした「白符荒馬
踊の体験会」を企画するなどの支援を行っ
てまいりたいと考えております。

白
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馬
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文書質問 回　答


